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9号事j!部システム第以 潮見 統

経営計磁のコンピュータ化現在，経常計溺および技術

関係業務のコンピュータ化を担当しています.ここで

「システム化j ではなしあえて「コンビ品{タ化」と

したのは，つぎのような反省からです.

昭和40年代なかばから)脚光をあびてきた絞F~情報シス

テムのイメージには， r コンピュータは万能で，これを中

核としてシステム化を巡めてゆけば理想的な情報システ

ムに歩IJ述できる j とし寸土j惣があったように思います.

「システムとは，人と仕事のしくみと情報の三つから構

成され，コンビュータは人が行なう意思決定合情報面か

らサポートするものである j という明快な事実に[]をそ

むけていたのではないでしょうか.

このような逃径を経て，われわれコンビュ{タ部門の

経尚計Ir旬i分野へのコンピュータ化のアプローチとして

t土，

・ 5然然とした体系化よりもむしろ流動的な~求に柔 '1吹に

111)応、できることをねらったプログラム詳の教備と，

・これを縦績に使いこなし，部門のニーズに務機応変に

対応できるマンパワーと，

• i込i忠平半易にプログラムの修正および計算ができる道

jも(ハードウェアおよびソフトウェア)の充実，

をト口イカとして，これにユーザ一部門との筏接な協力

関係と L寸御者をのぜ，今日も経常詰磁のコンピュータ

イヒへの道を走りつづけています.

三三3子警警な蝶芸227 士二:平 武男

ブラジルと OR 8 ，伯， {Jf 3 国によるツパロン製鉄建

設のため， ブラジノレのヴィトリアにやってきて， 50 日を

経過したばかりなので，ブラジルを語る資格はないが，

OR-~ ンの立場から感想、会述べてみたい.

第一に，私生活には主体径があり，入金者:;:::x. ンジョイ

しようとする姿勢力1強いが，反面，企業活動の中では従

泌伎が強いことを感じるー私生活においては，各自主:13

分の考え， i'J分のやり方， n分の評締法殺をもってお

り，他人に変に忠われはしないかというムタな神経は使

わない.結婚式や搾儀に参列する人々の!服装ひとつをと

っても，背広，ブレザスポーツシャツと千差万別で

あり，女性の服装もまた然りである . --}j， 企業活動で

は，解決すべき問題があると，どうやって自分たちで処

慰するかを考える前に，この問題が処却できる既存のシ

ステムはなし、かををず検索し，あればそのシステムを貿

ってしまおうという γ ブローチをとる.予告展途上国にと

って比一番効率的方法なのかも知れないが.すなわ

ち，主体性のあらわれる蕊が地球の表と言葉では反対にな

っているようである.

第二に，価値感の鰍大さがある.とにかく，合理性や

経済性だけでは，あのブラジリアは生まれてこないであ

ろう.したがって， ORを定蒼させるにも，その詩編尺

変がムズカシイと忠弘最後に，年老いたブラジん婦人

がfHこ言語ったき棄をおそう. r ブラジレイラ(=ブラジノレ

R性)は， 日本人との結婿は好みません.何故なら，日

本人は朝早くから夜おそくまで働くため，家庭生活が貧

弱になるからですJ �. 

品言語ifl;〉 l 十i)込 勝吉

ソフトへの対応 戦後まず搬送通信装授の開発・設計か

らスタートし昭和初年代初には送配電車\llの昔話衝iと通信

の全国ネットワーグ会中東の一角に設霊堂・稼動させ，そ

の後，化学用分析機総を相当して核磁気共鳴装置の国産

モデノレを開発し，現従は本社スタップとして技術管理を

受けもっております.

この跨，はからずも限発途上国・先進濁向けのテクノ

口ジ・トランスファを体験し，もつかはソフトウェアと

その管理に問題意識なもっております.かつて通信機器

の製品といえば標準化されたノ、ードウェアであり，マー

ケティング・設計などの人的要素は費用|杓にオーバーヘ

ッドなどのなかで悠潔されて，受注ごとの製品価格には

ほとんど反挟され支ぜんで、した.その後システム化・フ

ノレターンキーベース fむからシステム設計・工事をも包含

するにいたって， ソフトがコスト要因としてグローズア

ップし，さらにはコンピュータ・システムとなってその

ソフトウェアはハ…ドを凌駕しました. r ソフトへの対

応、j は侭かORの題材になりませんか，
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